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広報ながしま  202４年６月号  ｜  ２

令和6年（2024年） No.219

６
もくじ
20年間ありがとう／救命講習を実施します
台風・豪雨・土砂災害の情報収集と備え
災害発生区域の調査結果を説明します／下水道に異物を流
さないでください

「プラ」ごみの分別にご協力を～ながしまエコ通信～／サツ
マイモ基腐病に注意
町職員の給与などを公表します
子育てに体罰や暴言はNG！／森林伐採のときは
高齢者の健康づくりを支援します～地域包括支援センター
だより～／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル ～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お
礼／編集後記

［裏表紙］

 ５月30日（木） 10時52分

令和６年５月31日現在 ※（ ）は前月比

4,383 （-3）

（-3）

（-12）

（‐15）

4,876
4,615
9,491

　アジサイが楽しめる季節
となりました。日によって
印象が異なるアジサイは雨
の日も晴れの日も楽しめる
美しい花です。
　町内の沿道にはたくさ
んのアジサイが咲いて、通
りかかる人の目を楽しま
せています。
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20
年
間
あ
り
が
と
う

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
町
の
推
進
と

公
園
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
平

成
13
年
４
月
に
建
設
さ
れ
た
長
島
風

車
公
園
の
風
力
発
電
機
（
風
車
）
は

令
和
４
年
11
月
に
運
転
を
停
止
。
約

20
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
５
月
22

日
に
解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
定
格
出
力
６
０
０
㌗
の
風
車
は
総

事
業
費
約
２
億
円
で
建
設
さ
れ
、
年

平
均
１
千
万
円
を
売
電
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
風
車
の
老
朽
化
と
大
幅
な

修
繕
が
必
要
と
な
り
、
解
体
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
解
体
に
携
わ
っ
た
事
業
者
は
「
関

係
者
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
解
体

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
た
。

風
車
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
を
労
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

回転翼の取り外し作業回転翼の取り外し作業

取り外された回転翼取り外された回転翼 タワーの解体作業タワーの解体作業

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す

　　
消
防
分
遣
所
で
は
、
中
学
生
以
上

の
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い

る
か
た
を
対
象
に
救
命
講
習
を
実
施

し
ま
す
。

　
急
病
人
や
交
通
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
際
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か

た
に
よ
り
応
急
手
当
が
速
や
か
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
で
、
傷
病
者
を
救
命

で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。　

　
現
場
に
居
合
わ
せ
な
が
ら
「
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

の
理
由
か
ら
、
傷
病
者
に
対
し
て
適

切
な
応
急
手
当
が
な
さ
れ
ず
、
救
命

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
に
、
応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

〇
日
時

　
７
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場
所

　
東
分
遣
所　
２
階

〇
受
付
期
間

　
７
月
14
日
（
日
）
ま
で

〇
講
習
内
容

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

〇
受
講
対
象

　
中
学
生
以
上
の
町
在
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
か
た

〇
受
講
料

　
無
料

〇
定
員

　
20
人
程
度　

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根
消
防
署

　
東
分
遣
所　
　

　
☎（
８
６
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
８
８
）５
３
３
３［
直
通
］ 

町消防団が受講する様子町消防団が受講する様子

３ ｜  広報ながしま  2024年６月号

風
力
発
電
機
デ
ー
タ

　
定
格
出
力　
　
６
０
０
㌔
㍗　

　
売
電
実
績
（
年
平
均
）

　
　
　
　

   　
１
０
４
７
万
円

　
全
長　
　
　
　
　
約
66
㍍

　
タ
ワ
ー
の
高
さ　
46
㍍

　
回
転
翼
の
直
径　
40
・
３
㍍

　
羽
１
枚
の
長
さ　
20
・
15
㍍



広報ながしま  2024年６月号  ｜ ４

台
風
・
豪
雨
・
土
砂
災
害
の

台
風
・
豪
雨
・
土
砂
災
害
の

情
報
情
報
収
集
と

収
集
と
備備
ええ

〇
非
常
時
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品

　
【
避
難
す
る
人
数
×
３
日
分
】

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
６
月
は
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
」
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
る
と
共
に
、
防
災
知
識

の
普
及
や
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
促

進
な
ど
を
通
じ
て
被
害
の
防
止
や
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　
本
町
も
災
害
が
発
生
し
や
す
い
土

地
柄
で
あ
り
、
町
内
に
は
、
２
７
０

カ
所
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
と

２
７
１
カ
所
の
土
砂
災
害
危
険
区

域
、
１
１
５
カ
所
の
山
地
災
害
危
険

地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
で
災
害
の
危
険
性
や

避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

警戒レベル

１
気象状況
悪化の恐れ

早期注意情報

警戒レベル

５
災害発生
または切迫

緊急安全確保

警戒レベル

４
災害の
おそれ高い

避難指示

警戒レベル

３
災害の
おそれあり

高齢者等避難

警戒レベル

２
気象状況悪化

大雨、洪水、
高波注意報

レ
ベ
ル
４
ま
で
に
必
ず
避
難
！

〇
防
災
用
ホ
イ
ッ
ス
ル

　
音
で
周
囲
に
助
け
を
求
め
る

〇
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自

宅
や
勤
務
先
周
辺
の
危
険

区
域
と
避
難
所
を
確
認

〇
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か

ら
防
災
に
関
す
る
気
象
情
報
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
長
島
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・
山
地
災
害
危
険
地
域
マ
ッ
プ

・
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報

・
鹿
児
島
気
象
台

・
防
災
メ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎（
86
）１
１
１
１﹇
直
通
﹈

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９﹇
直
通
﹈

食料・飲料水食料・飲料水

バッテリーバッテリー

照明機器照明機器

衛生用品衛生用品

01
物
品
と
知
識
の
備
え

02
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

03
情

報

収

集　
　
　



５ ｜  広報ながしま  2024年６月号しま  2023年２月号

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
農
業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水

地
域
内
の
下
水
道
は
、
道
路
内
の
マ

ン
ホ
ー
ル
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
圧

送
す
る
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
」

を
多
数
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
異
物
が
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
所
に
流
入
し
、
ポ
ン
プ
停
止
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
下
水
処
理
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
状
態

（
左
の
写
真
）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
下
水
道
係

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］

下
水
道
処
理
施
設
で
異
物
の
流
入
に
よ
る
故
障
が
多
発
し
て
い
ま
す

流してはいけない異物 解説

水に溶けない紙類
・原則としてトイレットペーパー以外の紙類は流さないでください。
・生理用品や紙、ティッシュペーパー、ペーパータオル、ウェットティッシュは
絶対に流さないでください。

布類

・ポンプの回転羽根に絡みつくので布類は絶対に流さないでください。
・モップや雑巾、タオル、ハンカチ、下着などの衣類が絡まっていたことがあります。
トイレに落とした場合は必ず拾い上げ、そのまま流すことのないようお願いしま
す。

残飯

・できる限り、三角コーナーなどのごみ箱に捨てるか、汚れをぬぐったり、かき
取ったりして、固形物のごみを流さないようにしてください。
・固形の残飯などは、水をきれいにする微生物が栄養として取り込みにくく、水
処理に支障をきたします。

油類

・下水道の処理に影響を及ぼすので、てんぷら油やエンジンオイルなどの残油や
廃油類は絶対に流さないでください。大量の油は下水処理場の水をきれいにする
微生物を殺し、固まってポンプや配管を詰まらせる原因になります。町で指定し
ているゴミの分別方法に従って処分してください。

　 

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
や
下
水
処

理
場
の
故
障
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
下
の
表
を
確
認
し
、
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。　
　

　
ポ
ン
プ
類
が
故
障
し
た
場
合
は
多

額
の
費
用
が
発
生
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

下水道に流してはいけない異物

災
害
発
生
区
域
の
調
査
結
果
を
説
明
し
ま
す

　
町
で
は
、
次
の
対
象
地
区
が
土
砂

災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
に
追
加
さ

れ
ま
す
。

　
対
象
地
区
の
説
明
を
希
望
す
る
か

た
に
、
次
の
と
お
り
の
日
程
で
説
明

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
工
務
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
市
駐
在

　
☎
０
９
９
６（
63
）３
１
１
４

【対　象　地　区】

浦
底
地
区

鷹
巣
地
区

諸
浦
地
区

浦

底

山

寺

上

揚

野

中

菅
牟
田

山

中

本

町
西

矢

堂

宮
ノ
浦

薄

井

【
日
程
】

〇
開
催
日

　
６
月
30
日
（
日
）

〇
時
間
・
場
所

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階

　
青
少
年
研
修
室

　
こ
れ
は
県
が
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
町
内
で
土
砂
災
害
発
生
の

可
能
性
が
あ
る
区
域
指
定
の
調
査
結

果
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。



広報ながしま  2024年６月号  ｜  ６ 

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
は
、
降
雨
に

よ
り
発
病
株
の
胞
子
が
拡
散
し
、
周

辺
の
株
へ
感
染
し
て
発
病
の
拡
大
を

招
き
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
拡
大
防
止

と
し
て
、
次
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

〇
定
期
的
に
ほ
場
を
巡
回
し
、
葉
の

変
色
や
し
お
れ
症
状
な
ど
の
異
常
株

を
早
期
に
発
見
し
、
速
や
か
に
ほ
場

外
に
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

〇
異
常
株
を
持
ち
出
す
と
き
は
、
株

や
周
辺
の
土
が
ほ
場
内
に
落
ち
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
異
常
株
を
除
去
し

た
後
は
補
植
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
次
の
散
布
例
を
参
考
に
、
予
防
散

布
を
し
ま
し
ょ
う
。

区分
植付前 植付後

畝立て前 苗消毒 １回目 ２回目 ３回目

１例
ﾌﾘﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 25

（全面散布土壌混和）
ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 21 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

1 回目から 14 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

2 回目から 30 日後
トリフミン水和剤

（300L/10a）

２例
フロンサイド SC

（全面散布土壌混和）
ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 21 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

1 回目から 14 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

２回目から 30 日後
アミスター 20
フロアブル

（300L/10a）

３例 ー
ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 35 日後
アミスター 20
フロアブル

（100L/10a）

1 回目から 14 日後
銅剤

（200L/10a）

２回目から 14 日後
アミスター 20
フロアブル

（300L/10a）

散布例

「
プ
ラ
」
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　 

　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

【
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
マ
ー
ク
や
プ
ラ

マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
と
い
う
法
律
で
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
プ
ラ
マ
ー
ク
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
汚
れ
た
状
態
の
も
の
や
容
器
・
包

装
用
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
き
れ
い
に

洗
い
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。
汚
れ
が
落
ち
な
い
場
合
に

は
、
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
実
は
プ
ラ
ご
み
】

　
調
味
料
な
ど
の
容
器
に
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ご
み
で
は
な
く
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

表
示
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
を
見
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

〇
収
集
ネ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
資
源
ご
み
の
収
集
ネ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
は
禁
止
で
す
。

　
各
公
民
館
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
配
布
し
て
い
る
資
源
ご
み
収
集
用

の
ネ
ッ
ト
は
、
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
収
集
日
に
ネ
ッ
ト
が
足
り
な
く

な
り
利
用
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
絶
対
に
持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

ペットボトルマーク プラマーク
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町職員の給与などを公表します

　町では「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づいて、職員の任免や職員数、給与などの状況を
公表します。

令和 4 年 4 月 1 日
職員数

令和 5 年 3 月 31 日
退職者数

令和 5 年 4 月 1 日
採用者数

令和 5 年 4 月 1 日
職員数

148 4 4 148

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区分 職員数Ａ
給与費 一人当たり

給与費 B/A給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計Ｂ

令和 4 年度 人
132 

千円
486,573

千円
68,115

千円
186,089

千円
740,777

千円
5,611

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　職員数は、令和 4 年 4 月1日	 現在の人数です。
　　３　国民健康保険など特別会計は含みません。

(3) 職員の初任給の状況　( 令和 5 年 4 月 1日現在）
区分 長島町 国

一般行政職
大　学　卒 185,200 円 185,200 円

高　校　卒 154,600 円 154,600 円

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

長島町 41.8 歳 320,620 円 365,850 円
（注）１　「平均給料月額」とは、令和 5 年 4 月1日現在における職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当など
　　　　のすべての諸手当の額を合計したものです。

(4) 一般行政職の級別職員数の状況　（令和 5 年 4 月1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長

課長補佐
技術補佐
主幹など

課長など 課長など

職員数 8 人 15 人 21 人 35 人 23 人 16 人 2 人
構成比 6.67% 12.50% 17.50% 29.17% 19.17% 13.33% 1.67%

（注）幼稚園教諭や技能労務職員などは含みません。

(5)　職員の手当の状況	
　① 期末手当・勤勉手当　（令和 5 年 4 月 1日現在）	

長島町 国
期末手当　　　　　　　　　　
2.40 月分

勤勉手当
2.00 月分

期末手当　　　　　　　　　　
2.40 月分 

　  勤勉手当
 2.00 月分

（加算措置の状況）
・役職加算　5 ～ 15％

（加算措置の状況）
・役職加算　5 ～ 20％　管理職加算　10％～ 25％
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　② 退職手当　( 令和 5 年 4 月 1日現在）
長島町 国

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年
勤続２０年 19.670 月分 26.3655 月分 勤続２０年 19.670 月分 26.36550 月分
勤続２５年 28.040 月分 33.2707 月分 勤続２５年 28.040 月分 33.27070 月分
勤続３５年 39.758 月分 47.7090 月分 勤続３５年 39.758 月分 47.70900 月分
最高限度額 47.709 月分 47.7090 月分 最高限度額 47.709 月分 47.70900 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2％から 45％加算） その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2％から 45％加算）
１人当たり平均支給額　　　　21,522 千円 １人当たり平均支給額　　　　―　　　　千円

　③ 特殊勤務手当　( 令和 5 年 4 月 1日現在）
支給実績　　　　　　　　　　　　　　（令和 4 年度決算） 1,898 千円
支給職員１人当たり平均支給年額　　　（令和 4 年度決算） 67,786 円
職員全体に占める手当支給職員の割合　（令和 4 年度決算） 19.2 ％
手当の種類（手当数） 11 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課及び徴収業務
水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務
老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務など
指導主事手当 教育委員会に勤務する指導主事 教育委員会における指導主事業務

　④ 時間外勤務手当　( 令和 5 年 4 月 1日現在）
支給実績（令和 4 年度決算） 23,618 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和 4 年度決算） 179 千円

　⑤ その他の手当 ( 令和 5 年 4 月 1日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（令和 4 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（令和 4 年度決算）

扶養手当
配偶者　　　 　　　　　　　　　 6,500 円
配偶者以外　　　　　　　　　　10,000 円
特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 )　5,000 円

同 ― 21,147 千円 25,600 円 

住居手当 ・借家　最高　28,000 円 同 ― 4,308 千円 17,500 円 

通勤手当

・交通機関利用者
　運賃相当額（最高 55,000 円）

異
交通用具使用
の場合、距離
単価が相違

9,110 千円 8,000 円 ・交通用具使用者
　自動車等の使用者について、　片道 2 ｋ m
以上の距離の場合、18,500 円を限度に支給

管理職手当 総務課長、企画財政課長　　　　40,000 円
その他の課長　　　　　　　　　32,000 円 同 ― 7,488 千円 32,800 円 

(6)　特別職の報酬等の状況　( 令和 5 年 4 月 1日現在）	
区分 給料月額等

給
料

町長 758,000 円
副町長 597,000 円

報
酬

議長 303,000 円
副議長 250,000 円
議員 227,000 円

期
末
手
当

町長
（令和 4 年度支給割合）　3.30 月分

副町長
議長

（令和 4 年度支給割合）3.30 月分副議長
議員

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ( 令和 5 年 4 月 1日現在）
区分 状況

勤務時間 午前８時３０分～午後５時１５分
休憩・休息時間 休憩時間　６０分
勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、１２月２９日～１月３日
年次休暇 １年間に２０日。２０日を限度に翌年に繰越
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇等

４　職員の分限及び懲戒の状況	　（令和 4 年度）
処分の種類 処分者数 処分事由

該当なし - -

６　職員の退職管理の状況（令和４年度）

退職者数
再就職先

再就職者計
再任用 外郭団体 その他企業等

退職時、課長
級
以上の職員

3 1 0 0 1

７　職員の研修及び勤務成績の評定の状況　（令和 4 年度）	 							     
(1)　研修の状況													           
　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修等のほか、外部講師を招いての		

「法制執務研修」や「情報セキュリティー研修」等を実施し、職員の能力開発、資質向上に努めています。

(2)　勤務成績の評定の状況
長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

８　職員の福祉及び利益の保護の状況	（令和4年度）
区分 受診者数

定期健康診断 213 人
結核定期健康診断 107 人

人間ドック

1 日ドック 66 人
2 日ドック 2 人
脳ドック 4 人
節目ドック 1 人

５　職員の服務の状況	 					   
　地方公務員法第３０条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂
行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。
　この根本基準を実行するために、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密
を守る義務、職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など、職務上の強い制限を課しています。
　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規律の徹
底に努めています。
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森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
、
３
つ
の
書
類
の
提
出
が
森
林
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
事
前
の
「
伐
採
造
林
届
」
②
伐
採

完
了
後
の
「
伐
採
に
係
る
森
林
の
状

況
報
告
書
」
③
造
林
完
了
後
の
「
伐

採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況
報

告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
令
和
５
年
度
か
ら
①
「
伐
採
造
林

届
」
提
出
の
際
は
、
④
「
伐
採
造
林

届
の
添
付
書
類
」
が
森
林
法
で
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
「
伐
採
造
林
届
の
添
付
書
類
」

・
森
林
の
位
置
や
地
域
図

・
届
出
者
の
確
認
書
類

　
（
身
分
証
明
書
の
写
し
）

・
土
地
の
証
明
書

・
隣
接
森
林
と
の
境
界
関
係
書
類

・
法
令
の
許
可
関
係
書
類

※
該
当
す
る
場
合
の
み

・
伐
採
の
権
原
関
係
書
類

※
届
出
者
が
土
地
所
有
者
で
は
な
い
場
合

・
伐
採
と
集
材
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

・
地
元
関
係
者
と
の
協
議
書
類

提出書類 提出期限 未提出の場合

①「伐採造林届」 伐採開始の90日から30日前
100万円以下の罰金
（森林法第208 条）

②「伐採に係る森林の状況報告書」 伐採を完了後30日以内
30万円以下の罰金
（森林法第210 条）

③「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」 造林を完了後30日以内

よくある質問

Q：伐採の位置や区域図は実測が必要？
A：位置や地区が分かる書類であれば実測は
必要ありません。

Q：土地の証明書とは？
A：次のいずれかの書類です。
　・登記事項証明書
　・固定資産税納税通知書の写し
　・土地の売買契約書
　・遺産分割協議書
　・贈与契約書

Q：届出者の本人確認書類とは？
A：住民票や運転免許証、マイナンバーカード
（表）などの写しになります。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９﹇
直
通
﹈

子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
は
Ｎ
Ｇ
！

　
全
国
で
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

対
応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
な

ど
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
し
つ
け
」
と
称
し
た
体
罰

し
つ
け
は
子
ど
も
の
人
格
や
才
能

な
ど
を
伸
ば
し
、
社
会
性
を
育
み
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
行
為
で
す
。
た

だ
し
、
身
体
に
苦
痛
を
引
き
起
こ
す

行
為
や
不
快
感
を
意
図
的
に
も
た
ら

す
行
為
は
、
軽
い
も
の
で
あ
っ
て
も

体
罰
に
該
当
し
、
子
ど
も
の
心
身
の

発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
体
罰
は
、
法
律
（
児
童
虐
待
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
等
）
で
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や

質
問
が
あ
る
か
た
は
相
談
く
だ
さ

い
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
虐
待
の

確
信
が
な
く
て
も
連
絡
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
が
問
題
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。
通
告
・
相
談
は
匿
名
が
可
能

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

虐
待
の
種
類

①
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
首
を
絞
め
る
、
縄

な
ど
に
よ
り
一
室
に
拘
束
す
る
な
ど

②
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
性
器
を
触
る
ま
た
は

触
ら
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る
な
ど

③
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て

も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

④
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力

を
振
る
う
（
面
前
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

③
ネ
グ
レ
ク
ト

問
い
合
わ
せ
先

　
児
童
相
談
所（
全
国
共
通
）

　
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６﹇
直
通
﹈

森
林
伐
採
の
と
き
は
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皐
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１
日
（
水
）

７
日
（
火
）

８
日
（
水
）

９
日
（
木
）

10
日
（
金
）

13
日
（
月
）

14
日
（
火
）

15
日
（
水
）

16
日
（
木
）

17
日
（
金
）

18
日
（
土
）

20
日
（
月
）

21
日
（
火
）

22
日
（
水
）

23
日
（
木
）

24
日
（
金
）

27
日
（
月
）

28
日
（
火
）

30
日
（
木
）

31
日
（
金
） 水

俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
（
水
俣
市
）

石
積
品
評
会
（
町
内
）

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会
［
長
島
中
学
校
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
指
江
支
所
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
決
算
監
査
（
東
京
都
）

固
定
資
産
評
価
委
員
辞
令
交
付
（
役
場
）

漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

Ｂ
＆
Ｇ
防
災
拠
点
協
議
（
役
場
）

全
国
道
路
利
用
者
会
議
「
第
76
回
定
時
総
会
」（
東
京
都
）

命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く
り
全
国
大
会
（
東
京
都
）

６
月
補
正
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

自
衛
隊
家
族
会
総
会
（
町
商
工
会
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会
［
川
床
中
学
校
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
出
水
支
部
通
常
総
会
（
出
水
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
決
起
大
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
さ
つ
ま
町
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会
［
平
尾
中
学
校
地
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
平
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）　

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
監
査
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会
［
鷹
巣
中
学
校
区
］

                                            （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
農
地
海
岸
保
全
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
委
員
会

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会
（
阿
久
根
市
）

鹿
児
島
県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
・
促
進
大
会
（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
振
興
会
町
長
相
談
（
役
場
）

総
合
教
育
会
議
（
指
江
支
所
）

建
友
会
総
会
（
鷹
巣
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
（
出
水
市
）

令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
理
事
打
合
せ
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

全
国
簡
易
水
道
大
会
・
通
常
総
会
（
名
古
屋
市
）

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
情
報
誌
協
議
会
（
町
商
工
会
）

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　       
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

①く　②ち　③す　④か
こたえ

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
を
一
体
的
に
行
う
「
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
疾
病
予
防
に
お
け
る
保
健

事
業
と
介
護
予
防
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

を
図
り
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

仕
組
み
で
す
。

〇
フ
レ
イ
ル
と
は

　
年
齢
と
と
も
に
筋
力
や
心
身
の
活

力
が
低
下
し
、
健
康
と
要
介
護
と
の

間
の
虚
弱
な
状
態
で
す
。

〇
フ
レ
イ
ル
対
策

　
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
緩
や
か
に
す

る
た
め
に
は
、
運
動
や
栄
養
補
給
、

口
腔
ケ
ア
、
社
会
や
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
、
適
切
な
生
活
に

よ
っ
て
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と

が
で
き
る
段
階
で
も
あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
対
策
を
知
り
、
自
分
の

「
楽
し
い
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
集
ま

り
に
出
張
し
ま
す

　
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
る
集
ま
り

に
出
向
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
介
護

予
防
に
関
す
る
講
話
や
実
践
を
行
い

ま
す
。「
Ｉい

ん

ぼ

で

ぃ

ｎ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
」
と
い
う

機
器
を
使
っ
て
、
体
の
筋
肉
量
な
ど

の
測
定
も
で
き
ま
す
。

〇
講
師

　
理
学
療
法
士
や
管
理
栄
養
士
、
保

健
師
な
ど

〇
費
用　
無
料

〇
時
間　
２
時
間
程
度

〇
申
し
込
み
方
法　

　
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

２つの単語が完成するように中央の□にひらが
なを入れてください。
① お

ざ ろ

ば

② へ

い ば

ま

③ お

む め

し

④ ひ

は ま

り
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行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
し
た
り
関

係
機
関
に
橋
渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程
・
場
所

・
６
月
28
日（
金
）

・
指
江
支
所

〇
行
政
相
談
委
員

・
下
平
隆
康
氏（
矢
堂
）

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

間
伐
、再
造
林
に
補
助
金

　
町
で
は
、長
島
の
豊
か
な
森
林
の
持
続
と

地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め
、森
林
資
源

の
循
環
利
用
に
つ
な
が
る
私
有
林
の
間
伐
や

再
造
林
な
ど
、森
林
整
備
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

〇
申
請
期
間

　
間
伐
60
日
前
、造
林
後
60
日
以
内
ま
た
は

国
や
県
の
補
助
事
業
の
交
付
決
定
お
よ
び
確

定
日
か
ら
30
日
以
内

〇
対
象
者

　
森
林
所
有
者

〇
補
助
金
の
額

・
間
伐　
１
㌶
当
た
り
５
万
円

・
再
造
林　
針
葉
樹（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
）１

㌶
当
た
り
11
万
円

・
広
葉
樹（
ク
ヌ
ギ
な
ど
）１
㌶
当
た
り　

３
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
募
集
し
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、北
海
道
東
神
楽
町

の
児
童
が
長
島
町
内
に
宿
泊
す
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
を
募
集
し
ま
す
。

　
本
町
と
東
神
楽
町
は「
花
の
ま
ち
」と
し
て
交

流
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、東
神
楽
町
か
ら
25
名
を
招
き「
な

が
し
ま
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

〇
条
件
・
受
け
入
れ
期
間

・
小
学
校
高
学
年
程
度
の
児
童
が
い
る
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
家
庭
程
度
）

・
７
月
27
日（
土
）
～
28
日（
日
）の
１
泊
２
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

竹
で
育
む
産
地
づ
く
り

　
県
で
は
、タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
担
い
手
育
成

と
放
置
竹
林
を
含
め
た
生
産
性
の
低
い
竹
林

の
改
良
を
進
め
、タ
ケ
ノ
コ
や
竹
材
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め「
か
ご
し
ま
の
竹
で
育
む

産
地
づ
く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。
事
業

内
容
は
団
体
向
け
と
個
人
向
け
が
あ
り
ま
す
。

①
団
体
向
け【
の
び
の
び
生
産
体
制
づ
く
り
】

　
令
和
７
年
度
に
実
施
予
定
の
タ
ケ
ノ
コ
の

生
産
お
よ
び
竹
材
生
産
林
改
良
と
管
理
路
整
備

〇
対
象

・
組
合
や
林
業
者
が
組
織
す
る
３
人
以
上
の
団
体

〇
補
助
率

　
３
分
の
２
以
内

〇
申
込
期
限

　
８
月
中
旬

②
個
人
向
け【
す
く
す
く
担
い
手
づ
く
り
】

　
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の

養
成
講
座

〇
対
象

・
早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
に
よ
る
竹
林
経

営
を
検
討
す
る
か
た

・
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
利
用
さ
れ
る
竹
林
の
管

理
作
業
受
託
を
検
討
す
る
か
た

〇
募
集
定
員
・
受
講
料

・
20
人

・
無
料

〇
申
込
期
限

　
７
月
19
日（
金
）必
着

〇
申
込
書

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
電
子
申
請
の
場
合
は
次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
か

ら
申
請
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林
務
係

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
５
０
９

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

鹿
児
島
き
こ
り
塾

　
県
で
は
、林
業
に
必
要
な
知
識
や
操
作
の

習
得
を
目
的
と
し「
鹿
児
島
き
こ
り
塾
」を
入

門
コ
ー
ス（
定
員
15
人
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用

な
ど
の
資
格
取
得
）と
専
門
コ
ー
ス（
定
員
10

人
、走
行
集
材
機
器
な
ど
の
学
科
と
実
技
、資

格
取
得
）の
２
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

〇
研
修
場
所

　
森
の
研
修
館
か
ご
し
ま（
姶
良
市
）

〇
申
込
用
紙
・
期
限

・
申
込
用
紙
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
７
月
12
日（
金
）

※
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
事
前
に
連
絡
）

〇
研
修
料
・
負
担
金

・
研
修
無
料（
交
通
費
と
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

・
同
研
修
館
に
宿
泊
す
る
場
合
の
宿
泊
費
な

ど
の
負
担
金
は
別
途
徴
収
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
経
営
課
担
い
手
育
成
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
５
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９（
２
８
６
）５
６
０
９

「
働
き
た
い
」を
応
援

　
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

働
き
出
す
力
を
引
き
出
し
職
場
に
定
着
す
る

ま
で
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
適
性
診
断
や
実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
講
座
な
ど
一
人
ひ
と
り

に
密
着
し
て
支
援
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　
概
ね
15
歳
～
49
歳
と
そ
の
家
族

〇
相
談
日
時　

　
毎
月
第
１
、３
水
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
予
約

〇
相
談
会
場

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

〇
相
談
料

　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
９（
２
９
７
）６
４
３
１

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、新

規
学
卒
者
や
離
職
転
職
者
な
ど
新
た
に
就
職

を
希
望
す
る
か
た
を
対
象
に
木
工
や
住
宅
建

築
分
野
に
関
す
る
職
業
訓
練
を
実
施
し
就
職

に
必
要
な
木
工
・
建
築
大
工
の
知
識
と
技
能

を
習
得
す
る
機
会
を
提
供
し
、就
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
入
校
生
募
集
の
受
け
付
け
を

９
月
２
日（
月
）か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
伴

い
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
日
時

　
７
月
30
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

〇
申
込
期
限

　
７
月
24
日（
水
）

〇
申
込
書

　
県
内
の
各
中
学
・
高
等
学
校
と
職
業
安
定
所
、

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

〇
申
込
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

※
中
学
・
高
校
生
は
担
当
教
諭
を
通
し
て
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
に
入
っ
て
か
ら
申
し
込
み
を
す
る
場

合
は
、募
集
人
員
に
達
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
同
校
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。	

〇
対
象
者

　
中
学
生
、高
校
生
、一
般（
概
ね
30
歳
ま
で
）

〇
募
集
人
員

　
先
着
30
人

〇
参
加
費

　
無
料（
１
日
傷
害
保
険
の
加
入
を
別
途
予
定
）

〇
そ
の
他

・
作
業
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き
シ
ュ
ー
ズ
持
参

・
引
率
の
職
員
や
保
護
者
も
参
加
可
能

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
９
６（
53
）０
２
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６（
53
）０
９
９
３

「
史
跡
」で
た
ど
る
か
ご
し
ま

の
歴
史

　
九
州
の
大
自
然
の
中
で
、た
く
ま
し
く
生

き
て
き
た
鹿
児
島
の
先
人
た
ち
の
３
万
年
の

歩
み
を
わ
が
国
や
鹿
児
島
の
歴
史
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
県
内
に
あ
る
国
や
県
指
定
の

「
史
跡
」を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

〇
開
催
期
間

　

 

９
月
23
日(

月
・
祝)

ま
で

※
休
園
日　

　
月
曜
日(

休
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日)

〇
開
園
時
間

　

 

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
入
場
は
午
後
4
時
半
ま
で)

〇
場
所 

　
上
野
原
縄
文
の
森
展
示
館
多
目
的
ル
ー
ム

〇
観
覧
料 

　
無
料

※
入
館
ゾ
ー
ン
で
の
開
催
に
つ
き
観
覧
無
料

　
詳
し
く
は
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
上
野
原
縄
文
の
森
」で
検
索
も
し
く
は
、次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
６
７
５
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獅
子
島
招
魂
祭

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
る

　
４
月
25
日
、
獅
子
島
招
魂
祭
が
七
郎
山
招
魂
墓

地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
明
治
維
新
以
降
の
国
難
に
殉
じ
ら
れ

た
御
霊
に
対
し
遺
族
や
各
種
団
体
関
係
者
ら
が
玉

串
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
町
遺
族
会
の
濵
畑
順
一
会

長(

写
真
左)

は
「
戦
後
、
町
で
は
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
尊
い
犠
牲
に
よ
り
培
わ
れ
た
も
の
。
豊

か
な
郷
土
を
築
く
た
め
よ
り
い
っ
そ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
、
戦

没
者
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
、
第
14
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

に
併
せ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
川
床

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
96
チ
ー
ム
、約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
小

川
武
男
会
長
が
「
町
内
で
満
開
に
咲
き
誇
る
た
く

さ
ん
の
花
が
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
競
技

後
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
き
れ
い
な
花
ば
な
に

癒
さ
れ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
選
手
ら
は

は
つ
ら
つ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

満
開
の
花
で
歓
迎

　
４
月
26
日
～
６
月
14
日
ま
で
の
計
８
日
間
、
蔵

之
元
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
と
伊
唐
港
で
カ
ヌ
ー
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
郷
土
の
自
然
や
集
団
で
の
協
調
性
、

主
体
性
を
養
い
個
々
の
資
質
や
集
団
で
の
活
動
能

力
の
向
上
を
目
的
に
毎
年
４
月
～
６
月
ま
で
の

間
、
蔵
之
元
小
学
校
（
中
村
勲
校
長
・
45
人
）
と

伊
唐
小
学
校
（
松
本
浩
輔
校
長
・
14
人
）
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
７
日
の
蔵
之
元
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
で
は
、
蔵
之

元
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
計
26
人
が
参

加
し
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
パ
ド
ル
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
の
説
明
を
講
師
か
ら
受
け
た
後
、
カ

ヌ
ー
と
サ
ッ
プ
、
カ
ッ
タ
ー
を
順
番
に
操
作
し
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
は
じ
め
は
思
う
よ
う
に
操

作
で
き
な
か
っ
た
児
童
ら
も
講
師
や
上
級
生
か
ら

こ
つ
を
教
わ
る
と
次
第
に
上
達
し
、
最
後
に
は
誰

が
１
番
早
く
沖
か
ら
戻
っ
て
来
ら
れ
る
か
競
争
。

白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
見
せ
ま
し
た
。

　
町
田
結ゆ
う
あ亜
さ
ん
（
６
年
）
は
「
最
初
、
サ
ッ
プ

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
が
、
最
後

に
は
慣
れ
て
き
て
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
休

み
の
Ｂ
＆
Ｇ
塾
に
も
参
加
し
て
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
教
室

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
よ
う
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５
月
14
日
、獅
子
島
小
学
校
（
川
南
泰
志
校
長・

55
人
）が
東
町
漁
協
青
壮
年
部（
山
下
泰
士
部
長
）

の
協
力
で
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
片
側
湾
で
放
流
し
ま

し
た
。
児
童
ら
の
手
か
ら
や
さ
し
く
放
た
れ
た
約

７
㌢
㍍
の
稚
魚
３
０
０
匹
は
、
獅
子
島
の
海
へ
元

気
に
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。

　
同
部
幣
串
地
区
代
表
の
千
葉
麻あ
さ
お生
さ
ん
は
「
み

ん
な
の
身
近
に
あ
る
海
に
興
味
を
持
っ
て
、
た
く

さ
ん
調
べ
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
児
童
ら
に
呼

び
掛
け
、
中
橋
玲れ
お
ん音
さ
ん
（
４
年
）
は
「
ヒ
ラ
メ

が
ぷ
に
ぷ
に
で
か
わ
い
い
。
大
き
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
か
ら
23
日
、
鷹
巣
中
学
校
（
肱
岡　

博
史
校
長
・
89
人
）
で
職
場
体
験
学
習
が
あ
り
、

働
く
こ
と
の
意
義
や
職
業
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
職
業
選
択
能
力
や
仕
事
へ
の
理
解
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
３
年
生
36
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

　
23
日
は
、
建
設
業
協
会
出
水
支
部
の
協
力
に
よ

り
、
薄
井
漁
港
水
産
流
通
基
盤
（
特
定
）
整
備
工

事
と
風
力
発
電
所
解
体
工
事（
指
江
）を
見
学
後
、

学
校
に
戻
り
校
庭
で
測
量
体
験(

写
真)

を
行
い

ま
し
た
。
永
岡
柊し
ゅ
り凛
さ
ん
は
、「
学
校
で
習
う
数

学
が
測
量
に
必
要
と
知
り
、
勉
強
の
必
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
５
月
３
日
、
役
場
指
江
支
所
駐
車
場
で
交
通
安

全「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」が
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長
島
支
部
会
員
や
長

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
阿
久
根
警
察
署
の
署
員

な
ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
作
戦
に
は
、
約

１
０
０
㌔
、
１
３
０
袋
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
用
意
。

国
道
３
８
９
号
を
通
る
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

安
全
の
チ
ラ
シ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
手
渡
さ
れ
、
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
た
め
、
県
外

ナ
ン
バ
ー
が
多
く
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
と
併

せ
て
町
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
、
平
尾
中
学
校
（
有
馬
賢
一
校
長
・

33
人
）
で
引
き
渡
し
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
や
不
審

者
が
校
内
に
侵
入
し
た
な
ど
の
緊
急
時
に
、
生
徒

の
み
の
下
校
で
は
危
険
が
伴
う
場
合
を
想
定
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
谷
尾
卓
也
さ
ん
は
「
平
尾
中
学

校
で
初
め
て
の
引
き
渡
し
訓
練
は
関
係
者
の
お
か

げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
地
域
と
の
連
携
を
取
り
、
命
を
守
る

た
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

交
通
安
全
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

思
い
や
り
の
運
転
を

平
尾
中
学
校
で
引
き
渡
し
訓
練

緊
急
時
を
想
定
し
て

獅
子
島
小
学
校
で
ヒ
ラ
メ
の
放
流

大
き
く
育
っ
て
ね

鷹
巣
中
が
職
場
体
験
学
習

将
来
の
選
択
に
役
立
つ
よ
う
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野球しようぜ！ やまの動物病院②
とらまる、山へいく

文／とりごえこうじ なかがわちひろ／作

幼少期から今に至るまでの軌跡を
たどる絵本です。

山の動物たちのお医者さんのとら
まる。
ある晩、山へ往診にいきますが…

午
後
五
時
の
時
報
聞
こ
ゆ
る
春
の
夕
蓬よ

も
ぎ

摘
む
手
に
未
だ
日
の
差
す

老
人
カ
ー
押
し
行
く
吾
に
に
っ
こ
り
と
男
児
が
ひ
と
り
挨
拶
く
る
る

雨
や
み
て
島
影
近
く
白
々
と
阿
久
根
の
町
は
夕
日
に
映
ゆ
る

風
邪
ひ
き
て
熱
に
臥
し
た
る
三
日
ほ
ど
庭
の
草
花
開
き
初
め
た
り

や
う
や
く
に
開
き
初
め
た
る
紫
陽
花
が
亡
夫
が
植
へ
し
木
々
と
繁
れ
る

艶
や
か
に
太
り
て
黒
き
貝
嬉
し
娘
の
縁え

に
しを

思
ひ
い
た
だ
く

出
て
は
入
る
軒
の
昏
さ
や
燕
の
巣

送
も
迎
も
大
橋
渡
る
四
月
か
な

退
院
の
子
を
待
つ
明
か
り
春
の
暮

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
花
の
余
白
に
来
て
止
ま
る

制
服
は
少
し
大
き
め
四
月
来
る

父
の
忌
や
燕
何
度
も
翻
り

燕
の
子
空
の
広
さ
を
ま
だ
知
ら
ず

春
景
の
海
峡
に
映
ゆ
旅
客
船

花
便
り
駅
の
ポ
ス
ト
で
投
函
す

齢
九
十
疲
れ
知
ら
ず
の
花
衣

啓
蟄
や
老
婆
も
元
気
で
外
に
出
る

淵

脇

護

二
階
堂
妙
子

白
男
川
孝
仁

迫
口
君
代

山
嵜
加
代
子

大
堂
早
苗

大
堂
正
弘

関
喜
久
雄

関
佳
代
美

坂
口    

子

二
階
堂
恵
子

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

宗
方
正
喜

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

小
浜
川
カ
ッ
パ
伝
説
川
な
れ
ど
ア
オ
サ
こ
さ
い
だ
ア
ワ
ビ
の
カ
ラ
で

故ふ
る
さ
と郷

の
想
い
が
巡
る
琵
琶
見
れ
ば
金
丹
色
の
ま
ぶ
し
く
丸ま

ろ

し

亡
き
兄
と
待
ち
合
わ
せ
し
た
イ
ン
タ
ー
は
変
わ
る
こ
と
な
く
車
は
走
る

亡
き
兄
と
待
ち
合
わ
せ
し
た
イ
ン
タ
ー
は
変
わ
る
こ
と
な
く
車
は
走
る

息
を
の
む
幾
百
千
の
藤
の
花

息
を
の
む
幾
百
千
の
藤
の
花
真真し

ん
く
う

し
ん
く
う空空

妙妙み
ょ
う
う

み
ょ
う
う有有

の
世
界
が
薫
る

の
世
界
が
薫
る

間間ま
ち
が
う

ま
ち
が
う違違

う
と
う
と
後後こ

う
か
い

こ
う
か
い悔悔

し
て
も

し
て
も
間間まま

にに
合合あ

わ
あ
わ

ぬぬ
取取とと

りり
直直な

お
な
お

しし
出出で

き

で

き来来
ぬぬ
固固こ

ま
こ
ま

るる
何何な

ん
な
ん

だ
よ
だ
よ

服
装
は
・
身
長
は
・
・
と
間
延
び
し
て
聞
こ
え
く
無
線
せ
つ
な
き
夕
べ

服
装
は
・
身
長
は
・
・
と
間
延
び
し
て
聞
こ
え
く
無
線
せ
つ
な
き
夕
べ

犬
の
ジ
ロ
十
六
年
を
共
に
し
て
別
れ
の
つ
ら
さ
知
る
人
ぞ
知
る

犬
の
ジ
ロ
十
六
年
を
共
に
し
て
別
れ
の
つ
ら
さ
知
る
人
ぞ
知
る

ひ
し
く
い
の
鳴
き
て
ナ
ダ
リ
明
け
ゆ
く
よ

ひ
し
く
い
の
鳴
き
て
ナ
ダ
リ
明
け
ゆ
く
よ



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

▽
獅
子
島
小
学
校
の
ヒ
ラ

メ
放
流
の
取
材
を
行
っ
た

時
に
、
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

か
ら
小
中
学
校
下
の
片
側

港
ま
で
の
行
き
方
が
分
ら

ず
、
新
聞
社
の
記
者
さ
ん

の
車
で
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
同
校
か
ら
山

道
を
抜
け
る
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
が
あ
り
、
こ
ち
ら

を
利
用
。
港
か
ら
校
庭
ま

で
約
１
分
で
着
き
ま
し
た
。

木
々
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

り
抜
け
る
こ
の
小
道
が
ま

る
で
ア
ニ
メ
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
の
よ
う
で
、
と
て

も
素
敵
で
し
た
。大

西
洋
介
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プロによるバレーボール教室を開催します

第27回「長島町子ども芸術劇場公演」

６月号
［No.219］

令和６年

2024年６月13日木曜日 発行

　町では、競技力向上および施
設利用促進を目的に、バレーボー
ル教室を開催します。
　県のプロバレーボールチーム 

「フラーゴラッド」と一緒にバレー
ボールをしてみませんか。
　詳しくは問い合わせください。
〇日時
　７月 14 日（日）　
　午前 9:00 ～午後０時 30 分
〇場所
　町総合町民体育館
〇参加料
　無料
〇申し込み・問い合わせ先
　町教育委員会
　社会教育課社会体育係
　☎（88）6500［直通］

開催場所・日時
・獅子島アイランドセンター（片側）
７月１日（月）午後６時 30 分～
・町開発総合センター（鷹巣）
７月２日（火）午後６時 30 分～
・町文化ホール（指江）
７月３日（水）午前 10 時 30 分～
※開催場所・日時に変更があった場
合は、防災無線と公式 LINE でお知
らせします。
〇入場料　
　前売り券　500 円
　当日券　　700 円
〇問い合わせ先
　町教育委員会
　社会教育課文化係
　☎（88）6500［直通］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◆肺・大腸がん検診

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦 )

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
〇内山病院 ７３－１５５１
〇福田クリニック 79-3775
□クレイン調剤薬局 72-1016
□本町薬局 73-3233
□出水マリンバ薬局 63-8601
◇にのみやこどもクリニック ６２－０１６７

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇長島クリニック 88-6405
〇高尾野診療所 82-0017
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
□さすえ薬局 88-6011
□高尾野会営薬局 64-2110
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
〇楠元内科医院 62-8600
〇いまむらクリニック 73-1700
□ポポロ薬局 63-4630
□市民調剤薬局 68-0150

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇来仙医院 84-2005
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□スマイル薬局 84-2430
□よつば薬局 79-4331
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇市川医院 63-3151
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
□第二緑調剤薬局 63-1177
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

祝日には、国旗を掲げましょう！
●７月の第３月曜日は海の日です。
　海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願うことを目的として
います。
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